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《スタバト・マーテル》のアリア〈Inflammatus et Accensus〉 

── 不詳の編曲者によるピアノ伴奏編曲の手稿 ── 

水谷 彰良 

 

《スタバト・マーテル》のアリアのピアノ伴奏編曲の手稿 

これはロッシーニ《スタバト・マーテル（Stabat Mater）》第 2 稿（1842 年 1 月 7 日、パリのイタリア劇場［サル・

ヴァンタドゥール］初演）第 8 曲アリアと合唱〈Inflammatus et Accensus〉のピアノ伴奏編曲の手稿である。編曲

者は不詳で、用紙やインクから 1840 年代のものと推測しうる。表紙に FLL BOZZONI の透かし文字のある 19 世

紀半ばまでのイタリアの用紙を用い、サイズは 22.5×32 cm、表紙と裏表紙に続く楽譜部分は全 8 頁（ノンブル無

し）。表紙の記載は「STABAT MATER / DI / C. ROSSINI / ARIA e CORO / “Inflammatus et Accensus” / Per 

Soprano」、右下に旧所有者とおぼしき青インクの署名がある。 

《スタバト・マーテル》第 2 稿は 1842 年の初演と同時にヨーロッパ各国で提携出版され、イタリアではリコ

ルディ社がピアノ伴奏譜やピアノ独奏用の編曲譜を出版し、個々の楽曲もピースで出版されたので独自に編曲す

る必要性は乏しいが、これはなんらかの使用目的があって作成されたものと思われる。そのことは、出版された

ピアノ伴奏譜の引き写しではなく、旋律や伴奏パートに若干の違いと付加のあることでも判る。歌い出しの音型

にディミヌエンドを記しているのがその一例で（譜例 1）、印刷譜にはそれが無い。音楽が変化してからの歌唱冒

頭部に「dolce」と記した点も同様で（譜例 2）、どちらも原譜に指示されていない表現のための付加と理解しうる。

ピアノ伴奏における左手の最低音 E（譜例 3）もまた、同時代に出版されたピアノ伴奏譜とピアノ独奏編曲に例の

ない最低音である。その一方、声楽パートは最高音 c’’’を避けて b♭’’’にとどめ、原曲最後のアクート c’’’を g’’とす

る改変を行っており（譜例 4）、単なる筆写ではなく、この曲を歌う歌手や歌の生徒を前提に編曲されたことが判

る。 
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譜例 4 

 

 

 

 

 

 

                                            （2016 年 5 月作成） 
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《スタバト・マーテル》第 2 稿の第 8 曲〈Inflammatus et Accensus〉のピアノ伴奏編曲の手稿（水谷彰良コレクション） 

“Inflammatus et Accensus ” (arrangiamento per soprano e pianoforte) ─［Collezione privata di Akira Mizutani – Tokyo］ 

［表紙・外］ 

 

 

［表紙・内］ 
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［楽譜 1］ 

 

 

［楽譜 2］ 
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［楽譜 3］ 

 

 
［楽譜 4］ 
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［楽譜 5］ 

 

 

［楽譜 6］ 
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［楽譜 7］ 

 

 

［楽譜 8］ 
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［裏表紙・内］ 

 

 

［裏表紙・外］ 

［© Collezione privata di Akira Mizutani – Tokyo］ 


